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論文内容要旨
伊藤健司
 【目的】
 本論文では痙縮におけるヒラメ筋H波の工a相反抑制の生理的意義を解析する目的で,痙縮の
 治療目的で治療的電気刺激(Terapeuticelectricalstimulation:TES)を施行した症例にっき,
 経皮的埋込電極を用いてH波Ia相反抑制を経時的に記録,その推移を観察した。
 【対象と方法】
 痙性片麻痺症例9例にっき経皮的埋込電極を使用して,患肢ヒラメ筋のH波Ia相反抑制を記
 録し、安静時la相反抑制の有無,TES直前直後におけるIa相反抑制の増減について評価した。
 また,発症後150日を目安として150日以内を発症後早期群,150日以降を慢性期群の2グルー
 プに分け,TES施行期間内におけるIa相反抑制の経時的変化を記録検討した。平均測定期間は
 132.7日,平均記録回数は7.9回であった。またTES直前直後のIa相反抑制の変化の長期的推移
 も検討した。
 【結果及び考察】
 電極埋込後初回のTES施行時のH波記録にて,9症例中7例に有意にIa相反抑制が認められ,
 発症早期における脳卒中片麻痺症例のIa相反抑制の存在が示された。TES施行直後Ia相反抑制
 が有意に増加したものは5例であり,TESによる痙縮に対する短期的効果が推測された。
 経時的推移の記録では,発症後早期群は7例,慢性期群は4例であり,症例5,7は両グルー
 プに重複したため150日を境として2群に分けて検討した。発症後早期群はIa相反抑制の経時
 的変動が大であったが,抑制の減少する傾向が認められた。慢性期群ではIa相反抑制の程度が
 一定値へ収束し安定する傾向にあった。TES直前直後の変化も早期群では変動は大きいものの
 TES後値/TES前値の比は1へ近づき,慢性期群で比は1に近い値で一定となる傾向を示した。
 本研究では経皮的埋込電極を用いてヒラメ筋H波一la相反抑制の記録を初めて報告し同時に,
 TES直前直後のIa相反抑制を測定しその変化を初めて報告した。またIa相反抑制の長期的測定
 は再現性の問題により従来行われていなかったが,埋込電極を使用することにより経時的変化の
 記録が可能となり,痙性片麻痺症例において,発症後150日以降の慢性期に抑制の程度が安定し,
 一定値をとる可能性が示唆された。
 本研究方法が痙縮の評価解析の生理学的アプローチに新たな視点と情報を与えるものであると
 考えられた。
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 審査結果の要旨
 本論文では痙縮におけるヒラメ筋H波の1a相反抑制の生理的意義を解析する目的で,痙縮の
 治療目的で治療的電気刺激(Terapeuticeletricalstimulation:TES)を施行した症例につき,
 経皮的埋込電極よりH波la相反抑制を経時的に記録検討した。
 痙縮片麻痺症例9例につき経皮的埋込電極を使用して,患肢ヒラメ筋のH波1a相反抑制を記
 録し,安静時1a相反抑制の有無,TES前後における至a相反抑制の増減について評価した。
 9症例を痙縮の臨床的評価法であるModifiedAshworthscale(MAS)で軽症群と重症群の
 2グループに分け,TES施行期間内におけるla相反抑制の経時的変化を記録検討した。平均測
 定期間は132.7日,平均記録回数は7.9回であった。またTES前後の1a相反抑制の変化の長期
 的推移も検討した。
 電極埋込後初回TES施行時のH波記録にて,9症例中7例に有意に1a相反抑制が認められ,
 発症早期の脳卒中片麻痺症例の1a相反抑制存在が示された。TES施行後1a相反抑制が有意に増
 加したものは5例であり,TESによる痙縮に対する短期的効果が推測された。
 MASの軽症群は5例,重症群は4例であった。軽症群では1a相反抑制の経時的変動が大きく,
 重症群では1a相反抑制の程度が一定値へ収束する傾向にあった。発症早期に比較し,発症後約
 150日以降の慢性期に1a相反抑制は安定する傾向にあった。TES前後の変化も軽症群でばらつ
 きが大きく,重症群で長期経過後一定値(≒1)をとる傾向にあった。
 TES施行例に限らず,痙性片麻痺例のヒラメ筋la相反抑制は,長期経過時に一定値に安定す
 る可能性が示唆された。
 本研究では経皮的埋込電極によりヒラメ筋H波一1a相反抑制の記録を初めて報告し同時に,
 TES直前直後の1a相反抑制を測定しその変化を初めて報告した。またla相反抑制の長期的測定
 は再現性の問題により従来行われていなかったが,埋込電極を使用することにより経時的変化が
 記録可能となり,痙性片麻痺症例において,la相反抑制は発症後150日以降の慢性期に安定し,
 一定値をとる可能性を初めて報告した。
 本論文は,TESの痙縮に対する効果を客観的に示すとともに,痙縮の評価解析の生理学的ア
 プローチに新たな視点と情報を与えるものであると考えられる。この重要性を鑑みて学位論文に
 値すると考える。
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